
JFEの高剛性壁体
Jドメール®
●　側壁鋼製ボックスカルバート
●　鋼製自立式擁壁
●　鋼製自立式土留め

Jドメール®サイト



- 1 -

製品写真

従来の直線形鋼矢板(FL)
新直線形鋼矢板

第三者機関による評価

適用例

新直線形鋼矢板を使用新直線形鋼矢板を使用

JFEの高剛性壁体「Jドメール®」

建設技術審査証明事業（先端建設技術）
技審証第202202号（一財）先端建設技術センター

２０２２年　９月　建設技術審査証明取得
（有効期限　２０２７年９月）

鋼製自立式擁壁ボックスカルバート

Jドメール®には、継手形状を改良・小型化して従来
の直線形鋼矢板に比べ14%軽量化した新直線形鋼
矢板(Jフラットパイル®)を使用しています。

Jドメール®

Jドメール®

コンクリート床版

Jドメール®コンクリート床版

Ｊドメール®は、JFEの直線形鋼矢板とH形鋼を組み合わせた高剛性の土留め用壁体です。
道路、鉄道、港湾、河川分野の地下構造物等を中心として
様々な構造物の擁壁を構築できます。
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他工法

コンパクトで高い剛性1 本仮設兼用による工事の省力化2

狭隘地でも施工可能5 高さ制限のある場所でも施工可能6

低空頭

Jドメール®

鋼管矢板 上部に障害物がある場合の施工イメージ

圧入工法

H 鋼パイラー

鋼管パイラー

敷地境界

敷地境界

Jドメール®はソイルセメント壁や鋼管矢板壁と比べ
300～500mm程度薄壁化が可能です。

近接施工が可能4省スペースでの施工3

　

高架下での施工や上部に設備がある場合でも施工できます。

離隔大

離隔小

杭打機

圧入機

Jドメール®

Jドメール®の特長

1 Jドメール®打設 2 内空側面から排土 3 配筋・コンクリート打設

従来工法 Jドメール®
掘削幅 掘削幅

0
0

500 588 800 1000 壁 厚 (mm)

壁厚と断面二次モーメントの関係

Jドメール®本体壁利用時の施工手順

500,000

600,000
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300,000
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断
面
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次
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m4
/m
) 鋼管矢板

鋼矢板

JD588SLH

ソイル柱列壁
（芯材：H形鋼）
ソイル 柱列壁
（芯材：H形鋼）

Jドメール®

RC連壁

Jドメール®を本仮設兼用とすることにより掘削土量を
縮減でき、掘削、土留め支保工設置・撤去を省力し工期
短縮に貢献します。

ボックスカルバート構築時には、山留壁として利用したJドメール®

を本体利用することで、必要用地幅の縮小を実現します。

鋼管矢板に比べ、圧入機の幅がコンパクトで、敷地境界から
の離隔を最小にできます。

圧入機による施工が可能なため、重機などの設備スペース
を最小化でき、既設構造物に対して近接施工が可能です。

コンクリート床版

コンクリート床版
Jドメール®

化粧コンクリート
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化学成分 単位: %

コーナー部仕様

材　　質断 面 形 状

JD350SLH 350 × 350

呼称寸法 1本当たり 壁幅1m当たり 施工方法

高さ × 辺 H B t1 t2
(mm) (mm)(mm) (cm2/本) (cm4/本) (cm3/本)(kg/m/本) (cm2/m) (cm4/m) (cm3/m)(kg/m/m)

H形鋼寸法
型式 断面積 単位重量 単位重量断面二次

モーメント 断面係数 断面二次
モーメント 断面係数断面積 圧入

工法
振動
工法

直線形
鋼矢板
の板厚

350 350 12 19 9.5
JD390SLH

C Si Mn P S
JD490

成分規格
0.20 以下 0.55 以下 1.65 以下 0.035 以下 0.035 以下

参)SM490A 0.20 以下 0.55 以下 1.65 以下 0.035 以下 0.035 以下

400 × 300 390 300 10 16 9.5
JD440SLH 450 × 300 440 300 11 18 9.5
JD488SLH 500 × 300 488 300 11 18 9.5
JD500SLH 500 × 300 500 300 16 28 9.5
JD550SLH 550 × 300 550 300 16 28 9.5
JD588SLH 600 × 300 588 300 12 20 9.5
JD600SLH 600 × 300 600 300 16 32 9.5
JD400SLH-S 400 × 200 400 200 8 13 9.5
JD450SLH-S 450 × 200 450 200 9 14 9.5
JD500SLH-S 500 × 200 500 200 10 16 9.5
JD600SLH-S 600 × 200 600 200 11 17 9.5
JD700SLH 700 × 300 700 300 13 24 9.5
JD800SLH 800 × 300 800 300 14 26 9.5
JD900SLH 900 × 300 900 300 16 28 9.5

JD1000SLH-L 1000 ×350 1000 350 19 40 9.5
JD1000SLH 1000 ×300 1000 300 19 36 9.5

500
H t1

t2

9.5

B

機械的性質

N/mm2 N/mm2
降伏点 引張強さ 伸  び

試験片 %
JD490 490～610

規格

1A号315 以上 17 以上
参)SM490A 490～610 1A号315 以上 17 以上

239.3
200.7
221.3
226.6
307.9
315.9
254.6
346.6
150.8
162.8
179.7
199.1
298.9
330.9
373.2
462.5
525.0

187.9
157.9
173.9
177.9
241.9
247.9
199.9
271.9
118.3
127.8
141.1
155.9
234.9
259.9
292.9
362.9
411.9

54,800
55,100
77,600
97,400

139,000
171,000
157,000
226,000
38,600
53,100
73,400

116,000
261,000
372,000
516,000
778,000
922,000

2,440
2,110
2,700
3,070
4,560
5,130
4,220
6,310
1,330
1,660
2,130
2,880
6,090
7,730
9,710

13,500
16,300

478.6
401.4
442.6
453.2
615.8
631.8
509.2
693.2
301.5
325.7
359.4
398.2
597.8
661.8
746.4
925.0

1050.0

375.8
315.8
347.8
355.8
483.8
495.8
399.8
543.8
236.6
255.6
282.2
311.8
469.8
519.8
585.8
725.8
823.8

111,000
111,000
156,000
196,000
280,000
345,000
316,000
455,000
78,400

107,000
148,000
234,000
525,000
748,000

1,030,000
1,560,000
1,840,000

4,920
4,260
5,440
6,180
9,170

10,300
8,480

12,600
2,690
3,360
4,290
5,800

12,200
15,500
19,400
27,200
32,700

Jドメール®の仕様

※

※

※ 適用にあたりましては、事前にご相談ください。

H形鋼

直線形
鋼矢板

Ｈ形鋼に爪を溶接

隅角部は、異形のJドメール®を製作することで対応が可能です。

コーナー部仕様の一例
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床版接合部の例

縦継ぎ仕様の例

Jドメール®の部材仕様

※仮設にてJドメール®を
　使用する場合、
　ボルト接続方式も使用
　できます。

CB

A C

B

A

Jドメール®

添接板
(隅肉溶接）

突合せ溶接（開先加工)範囲

Jドメール®
添接板

ｘ

ｘ

X-X

参 考

Jドメール®とコンクリート床版の接合は、「鋼製地下連続壁を本体利用する場合の設計施工指針（案）」に記載の
異形鉄筋溶接方式を基本とします。床版接合部では鋼製部材側に補強部材を取り付けます。
なお、壁体と床版の接合部分は、従来のラーメン構造と同様に設計できます。

直線形鋼矢板が地山側の場合

曲げ鉄筋断面

Jドメール®の縦継ぎ仕様は、現場溶接縦継ぎ方式を基本とします。
（土中に本設構造物を設置する場合は、溶接縦継ぎ方式が基本となります。）

すみ肉溶接

曲げ鉄筋

曲げ鉄筋

フランジ
補強部材

フランジ補強部材フランジ補強部材

曲げ鉄筋フランジ
補強部材

せん断
鉄筋

せん断鉄筋
コンクリート

床版

鋼製部材

曲げ鉄筋

せん断鉄筋

コンクリート
床版

コンクリート
床版

鋼製部材鋼製部材

側面図

曲げ鉄筋
断　面
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構造タイプ・施工法

Ｊドメール®の各構造タイプの性能

Ｊドメール®の構造タイプ

断面図 平面図 断面図 平面図

Jドメール®

化粧版 化粧版

Jドメール®

化粧版

Jドメール®

コンクリート

Jドメール®

化粧版

Jドメール®は、コンクリート拘束タイプ、単独タイプの2つのタイプがあります。
現場状況により適切な構造タイプを選択してください。

なお、単独タイプの鋼製部材の設置面は直線形鋼矢板が掘削側と地山側になる場合両方に対応できます。

コンクリート拘束タイプ 単独タイプ
（直線形鋼矢板が掘削側の場合）

なお、壁体の一部となるソイルセメントやコンクリートについては構造部材とみなさず、コンクリートに
よる鋼製部材の座屈拘束効果のみを考慮しています

Ｊドメール®の断面耐力は、鋼製部材の全断面を有効とした曲げモーメントMと曲率φの
関係（M-φ関係）で評価できます。

直線形鋼矢板が圧縮縁

単独タイプ

コンクリート
拘束タイプ

鋼製部材の曲げモーメントと曲率の関係

直線形鋼矢板が引張縁

モーメント：M 

曲率：φ
終局曲率

終局曲率
降伏曲率

降伏曲率

全塑性モーメント

全塑性モーメント

降伏モーメント

降伏モーメント
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鉄筋降伏点（実験）
鉄筋降伏点（解析）

実験
解析

鉄筋降伏点（実験）
鉄筋降伏点（解析）

実験
解析

圧入工法または振動工法（バイブロハンマ工法）で施工します。また、ソイルセメント壁沈設工法
も選択できます。
詳しくはお問い合わせください。

低騒音・低振動施工が可能です。
狭隘地施工、低空頭施工にも対応可能です。

施工が簡単で打設能率が高いのが特徴です。

圧入工法 振動工法（バイブロハンマ工法）

Ｊドメール®の施工法

Jドメールとコンクリート床版の接合部は、従来のラーメン構造の骨組み解析に用いら
れる剛域モデルで評価できます。

Jドメール®

圧入機

直線形鋼矢板が掘削側となる場合 直線形鋼矢板が地山側となる場合
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施工フロー

施工手順

鋼製部材の
運 搬・貯 蔵

鋼製部材の
打　設 地 盤 掘 削 鋼製部材の

洗　浄

施工手順　　

Jドメール®の標準的な施工手順を示します。

Jドメール®適用のボックスカルバート施工手順を示します。（地下鉄トンネル工事を想定）

打設の為の地盤掘削1 圧入機によるJドメール®打設2

下床版の施工5 上床版の施工と壁の設置6
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鉄筋コンクリート部
の施工

(壁および床版)

床版接合部の
スタッド打設防水工

繰返し

地盤掘削3 鋼製部材の洗浄4

トンネル内工事＆埋め戻し7 完成8

動画版はこちら

WEBサイトで動画を
公開しています
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道路・鉄道分野での適用-1

狭隘な法面に鋼製自立式擁壁が施工できます。仮設土留めが不要で工期を大幅に短縮できます。

既存道路を供用しながら、省スペースでの道路拡幅を実現します。

既存道路を供用しながらの道路拡幅イメージ

Jドメール®

拡 幅

道路拡幅適用イメージ

改修前道路幅員
改修前法面

Jドメール®

後背地のない場所での施工1

限られた施工スペースでの施工2

道路擁壁への適用例

化粧版

Jドメール®

拡幅後

拡幅前 道路幅員

 拡幅前

 拡幅後

 拡幅前

 拡幅後
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＜施工手順＞

下床版

スタッド鉄筋

上床版

化粧コンクリート

化粧コンクリート

H鋼パイラー

Jドメール®
Jドメール®

側壁鋼製ボックスカルバートの施工ステップ(順巻き施工)

イメージ図 分水路工事での実施例

掘削幅

掘削幅

従来工法

Jドメール®

開放時（昼間）

打設状況

作業時（夜間）

道路開放時イメージ
昼間には圧入機を路面下へ格納し
道路を開放することができます

開放時（昼間） 作業時（夜間）

現 況 掘 削Jドメール®打設 下床版施工 上床版施工

コンクリート床版

コンクリート床版

Jドメール®

化粧コンクリート

上空に制限がある場所や交通量の多い場所でも最小限のスペースで施工可能です。
重機の設置・撤去に要する時間を削減できます。

山留め壁の本体利用で必要用地幅の縮小を実現します。
都市内の用地制限の厳しい環境下での工事に適しています。

空頭制限のある場所での施工3

ボックスカルバート施工4



鉄道近接掘削工事への適用イメージ

打設後の状況例 鉄道近接施工イメージ近接施工例

鉄道近接の掘削工事による地盤変位対策工として使用できます。
作業スペースが限られたエリアでの近接施工が可能です。
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Jドメール®

Jドメール®

時間制約のある場所での施工5

線路近接での施工6

道路・鉄道分野での適用-2

圧入機施工状況 開放時(昼間)イメージ図

Jドメール®

圧入機

開放時（昼間） 作業時（夜間）

終電～始発までの限られた時間内での施工に対応できます。
昼間は圧入機を線路間へ残置できるため、効率的な工事が可能です。



工場製作された高剛性壁体を立坑の壁として圧入することで構造物のプレファブ化（急速施工）
を実現します。

適用事例圧入施工イメージ図

イメージ図

Jドメール®

圧入機

鉄道地下化への適用イメージ

施工状況例 近接施工状況 鉄道地下化イメージ

都市内の地下鉄駅および地下通路建設の土留めとして使用できます。
他工法では困難な敷地境界線への省スペース近接施工が可能です。

 

Jドメール®
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Jドメール®

Jドメール®

地下構造物の施工7

立坑施工8



U形
鋼矢板
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護岸における空頭制限下・近接施工条件下での施工1

根継ぎ工2

壁高が高く剛性の必要な
箇所にJドメール®を適用

河川分野での適用

改修前 改修後

橋桁などの空頭制限下での施工も可能です。鋼管矢板に比べ薄壁化が図れるとともに敷地
境界からの近接施工が可能で、河川有効幅を広くすることが可能です。

河川有効幅を広くとれます

橋脚に近接した仮締切り施工状況

上部に障害物があっても施工可能

断面剛性の自由度が高く、根継ぎ工への適用が可能です。

Jドメール®Jドメール®

地盤改良

断　面断　面

広

狭

鋼管矢板

河
川
有
効
幅

河
川
有
効
幅

Jドメール®



高さ10ｍ

内寸50m×50ｍ

必要施工幅
10.7ｍ

着目断面

高さ10ｍ

内寸50m×50ｍ

着目断面

Jドメール®（コンクリート拘束タイプ、圧入工法）

必要施工幅

構成部材（Jドメール®）

中詰コンクリート

構成部材（Jドメール®）

鉄筋
D13

ソイルセメント

鉄筋
D16

H形鋼

圧入機

必要施工幅

全壁厚
2.0ｍ

全壁厚
0.7ｍ

本設壁厚
1.2ｍ

仮設壁厚
0.8ｍ

化粧壁
0.2ｍ

鋼製部材
0.5ｍ

必要施工幅
2.2ｍ

省スペース効果
約8.5ｍ

後
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

内側 地山側 内側 地山側

内側 地山側内側 地山側

内側 地山側 内側 地山側

全壁厚を65%減

従来工法（ソイルセメント連続壁）

鉄筋の使用量を81% 削減可能 全体工期を16% 短縮可能

概要図

断面図

平面図

必要部材
工期短縮
イメージ

Ｊドメール®は、従来工法と比較して
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従来工法との比較例RC躯体を構築
する際の

Jドメール®は従来工法である仮設土留め工と比較して、 剛性が高く、薄壁化できるほか、圧入機施工
により必要な施工幅を大幅に縮減できます。

従来工法とJドメール®の比較例
（内寸法50m×50m×10mの地下空間擁壁を構築する場合）
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